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ＪＲグループ労組連絡会第２７回総会 

ＪＲグループ労組連絡会は９月３日、岡山市

で第２７回総会を開催した。総会では、幹事会、

総会委員、来賓、傍聴など８０人が出席し、安全

確立、組織強化・拡大、労働条件向上をはじめと

したすべての活動を、ＪＲ関係労働者のＪＲ連

合への総結集につなげるべく、加盟全単組が一

丸となって取り組むことを確認した。 

冒頭、幹事会を代表して挨拶にたった八木大

星代表幹事（ＪＲ西日本連合・ＮＥＳＣＯ労組

委員長）は、グループ会社における慢性的な人

手不足や離職率の高止まりについて、「労使一丸となって取り組まなければならない最重

要課題」との認識を示したうえで、出席者に対して、賃金をはじめとした労働条件の向

上に引き続き取り組むことや、ＪＲ東日本における労働組合の動向にも触れつつ、改め

て単組内で労働組合の必要性を説く取り組みを実践することを要請した。 

当日は来賓として、白壁靖子ＪＲ西日本連合事務局長、松岡裕次全国交運共済理事長

が出席し、激励と連帯の挨拶を行った。ＪＲ連合からは、荻山市朗会長・尾形泰二郎事務

局長が出席した。 

議事では、事務局から２０１９年度活動方針案として、今後、活動の力点を分科会活

動に置くことを基調に、今年中に分科会毎に総対話行動を実施することや、「中期労働政

策ビジョン（２０１９～２０２３）」で設定したＪＲ関係労働者のあるべき姿・中期目標

の達成にむけて、労働協約改訂交渉や春季生活闘争を軸に取り組むことなどが提案され、

満場一致で採択された。 

また、議事を一旦中断して実施した分科会別討議では、働き方改革関連法への対応や

離職防止にむけた取り組みを中心に意見交換を行い、各単組の課題や取り組みの共有を

図った。 

なお、幹事会については、五十嵐浩孝幹事（ＪＲ東海連合・東海キヨスク労組委員長）、

安部剛幹事（ＪＲ四国連合・四国ＫＩＯＳＫ労組委員長）、後藤啓治幹事（ＪＲ九州連合・

ＪＲ九州エンジニアリング労組委員長）が退任し、八木代表幹事をはじめとする１４名

の幹事を選出した。 

 


